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自動注腸装置竈使用した経ソンデ的
小腸X線検査の有用性
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要旨

　自動注腸装置の利点は，バリウム，空気を遠隔操作にて注入吸引できることである．今回われわれは，経ゾンデ的小腸

X線検査にも応用させ検討を行った．自動注腸装置を使用した小腸X線検査25例（A群）と自動注腸装置を使用せずバ

リウムをシリンジより注入する用手法25例（NA群〉でのバリウム回盲部到着時間を計測した．有病率に差は見られなかっ

たが，バリウム回盲部到着時間は使用小腸例において有意に時間短縮となった（P＜0．000001）．検査中ゾンデを留置し続

けている小腸X線検査では，検査時間の短縮が被検者の苦痛緩和となるとともに，術者においても被ばく低減にもなる

ため，有用な手段と考えられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日放技誌5311590－1593，2006）

〔はじめに〕

　近年，小腸疾患における形態診断において，小腸

内視鏡検査の有用性についても検討されており，小

腸X線検査との比較もされているP．しかしながら

小腸内視鏡は，どの施設にも導入されているのでは

ないため，小腸疾患のスクリーニング検査は現時点

ではX線検査が第一選択となっている，

　小腸X線検査法には，経口法と経鼻的に挿入さ

れたゾンデを十二指腸に留置し，バリウムを注入す

るゾンデ法がある，経口法は患者に与える苦痛が少

なく簡便であるが充満像と圧迫像が主体である．一

方，ゾンデ法では，充満法や圧迫法の他，二重造影

像の撮影が可能であり，微細な粘膜面の情報を提供

できるが，ゾンデを挿入するために患者に与える苦

痛は大きい．しかし，経口法より検査時間が短縮で

きることや二重造影像が得られることから当院で

は，小腸疾患が疑われる場合は十分なインフォーム

ドコンセントを行い，主としてゾンデ法を選択して

いる．

　自動注腸装置は，主に遠隔操作における注腸X

線検査に使用され，安全にバリウムや空気の注入排

泄ができることが利点である．また，患者毎に交換

する物品は，カテーテルだけである効率の良さも，

今日までに広く普及している理由である．
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〔目的〕

　注腸X線検査において，当院では自動注腸装置を

平成14年10月より使用しており，バリウムや空気

を遠隔操作にて注入できるため，術者の被ばく低減

になっている．また，注腸X線検査では，検査終了

後の造影剤の吸引は，検査後の苦痛緩和に役立って

いる．
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